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＜領
りょういき

域：介
かいご

護＞

問
もんだい

題 64　介
かいご

護を取
と

り巻
ま

く 状
じょうきょう

況 に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　ダブルケアとは，夫
ふうふ

婦が助
たす

け合
あ

って子
こそだ

育てをすることである。

2　要
ようかいご

介護・要
ようしえん

支援の認
にんていしゃすう

定者数は，介
かいごほけんせいど

護保険制度の導
どうにゅうじ

入時から年
ねんねんげんしょう

々減少している。

3　家
かぞくかいご

族介護を支
ささ

えていた家
いえせいど

制度は，地
ちいきほうかつ

域包括ケアシステムによって廃
はいし

止された。

4　要
ようかいご

介護・要
ようしえん

支援の認
にんていしゃ

定者のいる三
さんせだいせたい

世代世帯の構
こうせいわりあい

成割合は，介
かいごほけんせいど

護保険制度の導
どうにゅうじ

入時

から年
ねんねんぞうか

々増加している。

5　家
かぞく

族が担
にな

っていた介
かいご

護の役
やくわり

割は，家
かぞくきのう

族機能の低
ていか

下によって社
しゃかい

会で代
だいたい

替する必
ひつよう

要が

生
しょう

じた。

問
もんだい

題 65　介
かい ご ふ く し し

護福祉士に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　傷
しょうびょうしゃ

病者に対
たい

する療
りょうようじょう

養上の世
せ わ

話又
また

は診
しんりょう

療の補
ほじょ

助を業
ぎょう

とする。

2　喀
かくたんきゅういん

痰吸引を行
おこな

うときは市
しちょうそん

町村の窓
まどぐち

口に申
しんせい

請する。

3　業
ぎょうむどくせん

務独占の資
しかく

格である。

4　資
しかく

格を更
こうしん

新するために 5年
ねん

ごとに研
けんしゅう

修を受
じゅこう

講する。

5　信
しんよう

用を傷
きず

つけるような行
こうい

為は禁
きんし

止されている。

介
かい ご

護の基
き ほ ん

本
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問
もんだい

題 66　施
しせつりようしゃ

設利用者の個
こじんじょうほう

人情報の保
ほ ご

護に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　職
しょくいん

員がすべての個
こじんじょうほう

人情報を自
じゆう

由に閲
えつらん

覧できるように，パスワードを共
きょうゆう

有する。

2　個
こじんじょうほう

人情報を記
きさい

載した書
しょるい

類は，そのまま新
しんぶんし

聞紙と一
いっしょ

緒に捨
す

てる。

3　個
こじんじょうほうほご

人情報保護に関
かん

する研
けんしゅうかい

修会を定
ていきてき

期的に開
かいさい

催し，意
いしき

識の向
こうじょう

上を図
はか

る。

4　職
しょくいん

員への守
し ゅ ひ ぎ む

秘義務の提
ていじ

示は，採
さいようじ

用時ではなく退
たいしょくじ

職時に書
しょめん

面で行
おこな

う。

5　利
りようしゃ

用者の音
おんせいじょうほう

声情報は，同
どうい

意を得
え

ずに使
しよう

用できる。

問
もんだい

題 67　個
こべつせい

別性や多
たようせい

様性を踏
ふ

まえた介
かいご

護に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　その人
ひと

らしさは，障
しょうがいとくせい

害特性から判
はんだん

断する。

2　生
せいかつしゅうかん

活習慣は，生
せいかつ

活してきた環
かんきょう

境から理
りかい

解する。

3　生
せいかつれき

活歴は，成
せいじんきいこう

人期以降の情
じょうほう

報から 収
しゅうしゅう

集 する。

4　生
せいかつようしき

活様式は，同
どうきょ

居する家
かぞく

族と同
どういつ

一にする。

5　衣
いふく

服は，施
しせつ

設の方
ほうしん

針によって統
とういつ

一する。
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問
もんだい

題 68　Ａさん（48 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は，若
じゃくねんせいにんちしょう

年性認知症（dementia with early 

onset）で，夫
おっと

，長
ちょうじょ

女（高
こうこう

校 1 年
ねんせい

生）と同
どうきょ

居している。Ａさんは家
かぞく

族と過
す

ごすことを

希
きぼう

望し，小
しょうきぼたきのうがたきょたくかいご

規模多機能型居宅介護で通
かよ

いを中
ちゅうしん

心に利
りよう

用を始
はじ

めた。Ａさんのことが

心
しんぱい

配な長
ちょうじょ

女は，部
ぶかつどう

活動を諦
あきら

めて学
がっこう

校が終
お

わるとすぐに帰
きたく

宅していた。

ある日
ひ

，夫
おっと

が，「長
ちょうじょ

女が，学
がっこう

校の先
せんせい

生たちにも相
そうだん

談しているが，今
いま

の 状
じょうきょう

況 を

わかってくれる人
ひと

がいないと涙
なみだ

を流
なが

すことがある」と介
かいごふくししょく

護福祉職に相
そうだん

談をした。

夫
おっと

の話
はなし

を聞
き

いた介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　長
ちょうじょ

女に，掃
そうじ

除や洗
せんたく

濯の方
ほうほう

法を教
おし

える。

2　家
かぞく

族でもっと頑
がんば

張るように，夫
おっと

を励
はげ

ます。

3　同
おな

じような体
たいけん

験をしている人
ひと

と交
こうりゅう

流できる場
ば

について情
じょうほう

報を提
ていきょう

供する。

4　介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設への入
にゅうしょ

所の申
もうしこ

込みを勧
すす

める。

5　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）に介
かいご

護サービスの変
へんこう

更を提
ていあん

案する。

問
もんだい

題 69　Ｂさん（61 歳
さい

，男
だんせい

性，要
ようかいご

介護 3）は，脳
のうこうそく

塞（cerebral infarction）による 

左
ひだりかたまひ

片麻痺がある。週
しゅう

2 回
かいほうもんかいご

訪問介護（ホームヘルプサービス）を利
りよう

用し，妻
つま

（58 歳
さい

）と

二
ふ た り ぐ

人暮らしである。自
じたく

宅での入
にゅうよく

浴が好
す

きで，妻
つま

の介
かいじょ

助を受
う

けながら，毎
まいにちにゅうよく

日入浴し

ている。サービス提
ていきょうせきにんしゃ

供責任者に，Ｂさんから，「浴
よくそう

槽から立
た

ち上
あ

がるのがつらく

なってきた。何
なに

かいい方
ほうほう

法はないですか」と相
そうだん

談があった。

Ｂさんへのサービス提
ていきょうせきにんしゃ

供責任者の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさ

い。

1　Ｂさんがひとりで入
にゅうよく

浴できるように，自
じりつせいかつえんじょ

立生活援助の利
りよう

用を勧
すす

める。

2　浴
よくしつ

室を広
ひろ

くするために，居
きょたくかいごじゅうたくかいしゅうひ

宅介護住宅改修費を利
りよう

用した改
かいちく

築を勧
すす

める。

3　妻
つま

の入
にゅうよくかいじょ

浴介助の負
ふたん

担が軽
かる

くなるように，行
こうどうえんご

動援護の利
りよう

用を勧
すす

める。

4　入
にゅうよくほじょようぐ

浴補助用具で本
ほんにん

人の力
ちから

を生
い

かせるように，特
とくていふくしようぐはんばい

定福祉用具販売の利
りよう

用を勧
すす

める。

5　Ｂさんが入
にゅうよく

浴を継
けいぞく

続できるように，通
つうしょかいご

所介護（デイサービス）の利
りよう

用を勧
すす

める。
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問
もんだい

題 70　社
しゃかいほうし

会奉仕の精
せいしん

神をもって，住
じゅうみん

民の立
たちば

場に立
た

って相
そうだん

談に応
おう

じ，必
ひつよう

要な援
えんじょ

助

を行
おこな

い，社
しゃかいふくし

会福祉の増
ぞうしん

進に努
つと

める者
もの

として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　民
みんせいいいん

生委員

2　生
せいかつそうだんいん

活相談員

3　訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）

4　通
つうしょかいごしょくいん

所介護職員

5　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）

問
もんだい

題 71　 3階
かいだ

建て介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設がある住
じゅうたくち

宅地に，下
か き

記の図
ず き ご う

記号に関
かんれん

連した警
けいかい

戒

レベル 3が発
はつれい

令された。介
かいごふくししょく

護福祉職がとるべき行
こうどう

動として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　玄
げんかん

関のドアを開
あ

けたままにする。

2　消
しょうかき

火器で，初
しょきしょうか

期消火する。

3　垂
すいちょくひなんゆうどう

直避難誘導をする。

4　利
りようしゃかぞく

用者家族に安
あんぴじょうほう

否情報を連
れんらく

絡する。

5　転
てんとう

倒の危
きけんせい

険性があるものを固
こてい

定する。



5

問
もんだい

題 72　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，介
かいご

護における感
かんせんしょうたいさく

染症対策として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　手
てあら

洗いは，液
えきたいせっけん

体石鹸よりも固
こけいせっけん

形石鹸を使
しよう

用する。

2　配
はいぜんじ

膳時にくしゃみが出
で

たときは，口
くちもと

元をおさえた手
て

でそのまま行
おこな

う。

3　嘔
おうとぶつ

吐物の処
しょり

理は，素
す で

手で行
おこな

う。

4　排
はいせつ

泄の介
かいご

護は，利
りようしゃ

用者ごとに手
てぶくろ

袋を交
こうかん

換する。

5　うがい用
よう

のコップは，共
きょうよう

用にする。

問
もんだい

題 73　介
かい ご ふ く し し

護福祉士が行
おこな

う服
ふくやく

薬の介
かいご

護に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　服
ふくやくじかん

薬時間は，食
しょくご

後に統
とういつ

一する。

2　服
ふくよう

用できずに残
のこ

った薬
くすり

は，介
か い ご ふ く し し

護福祉士の判
はんだん

断で処
しょぶん

分する。

3　多
たしゅるい

種類の薬
くすり

を処
しょほう

方された場
ばあい

合は，介
か い ご ふ く し し

護福祉士が一
いっぽうか

包化する。

4　内
ないふくやく

服薬の用
ようりょう

量は，利
りようしゃ

用者のその日
ひ

の体
たいちょう

調で決
き

める。

5　副
ふくさよう

作用の知
ちしき

識をもって，服
ふくやく

薬の介
かいご

護を行
おこな

う。


